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【手続補正書】
【提出日】令和3年10月1日(2021.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テープ状の磁気記録媒体であって、
　基体と、
　前記基体上に設けられ、磁性粉を含む磁性層と
　を備え、
　前記磁性粉は、六方晶フェライト、ε酸化鉄またはＣｏ含有スピネルフェライトを含み
、
　前記磁性層はサーボバンドを有し、
　前記磁性層の平均厚みが、９０ｎｍ以下であり、
　前記磁性粉の平均アスペクト比が、１．０以上３．０以下であり、
　前記磁気記録媒体の垂直方向における前記磁気記録媒体の保磁力Ｈｃ１が、３０００Ｏ
ｅ以下であり、
　前記保磁力Ｈｃ１と、前記磁気記録媒体の長手方向における前記磁気記録媒体の保磁力
Ｈｃ２とが、Ｈｃ２／Ｈｃ１≦０．８の関係を満たし、
　前記磁気記録媒体の長手方向のヤング率は、８．３ＧＰａ以下である磁気記録媒体。
【請求項２】
　前記基体の平均厚みをＴＢ、前記磁気記録媒体の平均厚みをＴＬとしたとき、（ＴＬ－
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ＴＢ）／ＴＢの値が、０．４１以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項３】
　前記基体の平均厚みをＴＢ、前記磁気記録媒体の平均厚みをＴＬとしたとき、（ＴＬ－
ＴＢ）／ＴＢの値が、０．３９以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項４】
　前記基体の平均厚みをＴＢ、前記磁気記録媒体の平均厚みをＴＬとしたとき、（ＴＬ－
ＴＢ）／ＴＢの値が、０．３７以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項５】
　前記基体の平均厚みをＴＢ、前記磁気記録媒体の平均厚みをＴＬとしたとき、（ＴＬ－
ＴＢ）／ＴＢの値が、０．３５以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項６】
　前記磁気記録媒体は、前記磁気記録媒体の長手方向におけるテンションを増減させるこ
とで、前記磁気記録媒体の幅を調整可能に構成されている請求項１に記載の磁気記録媒体
。
【請求項７】
　前記磁性層の表面の面積に対する複数の前記サーボバンドの総面積の割合が、４．０％
以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項８】
　前記サーボバンドの数が、５以上である請求項７に記載の磁気記録媒体。
【請求項９】
　前記サーボバンドの数が、５＋４ｎ（但し、ｎは正の整数である。）以上である請求項
７に記載の磁気記録媒体。
【請求項１０】
　前記サーボバンドの幅が、９５μｍ以下である請求項７に記載の磁気記録媒体。
【請求項１１】
　前記保磁力Ｈｃ２が、２０００Ｏｅ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１２】
　前記磁気記録媒体の平均厚みが、５．６μｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体
。
【請求項１３】
　前記基体の平均厚みが、４．２μｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１４】
　前記基体の平均厚みが、３．８μｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１５】
　前記六方晶フェライトが、ＢａおよびＳｒのうちの少なくとも１種を含む請求項１に記
載の磁気記録媒体。
【請求項１６】
　前記磁性層の平均厚みが、７０ｎｍ以下である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１７】
　前記保磁力Ｈｃ１と、前記保磁力Ｈｃ２とが、Ｈｃ２／Ｈｃ１≦０．７の関係を満たす
請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１８】
　前記保磁力Ｈｃ１が、２２００Ｏｅ以上である請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項１９】
　前記磁性粉の平均アスペクト比は、１．０以上２．５以下である請求項１に記載の磁気
記録媒体。
【請求項２０】
　前記磁性粉の平均アスペクト比は、１．０以上２．１以下である請求項１に記載の磁気
記録媒体。
【請求項２１】
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　前記磁性粉の平均アスペクト比は、１．０以上１．８以下である請求項１に記載の磁気
記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上述の課題を解決するために、本開示は、
　テープ状の磁気記録媒体であって、
　基体と、
　基体上に設けられ、磁性粉を含む磁性層と
　を備え、
　磁性粉は、六方晶フェライト、ε酸化鉄またはＣｏ含有スピネルフェライトを含み、
　磁性層はサーボバンドを有し、
　磁性層の平均厚みが、９０ｎｍ以下であり、
　磁性粉の平均アスペクト比が、１．０以上３．０以下であり、
　磁気記録媒体の垂直方向における磁気記録媒体の保磁力Ｈｃ１が、３０００Ｏｅ以下で
あり、
　保磁力Ｈｃ１と、磁気記録媒体の長手方向における磁気記録媒体の保磁力Ｈｃ２とが、
Ｈｃ２／Ｈｃ１≦０．８の関係を満たし、
　磁気記録媒体の長手方向のヤング率は、８．３ＧＰａ以下である磁気記録媒体である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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